
 

平成25年度 コリンズ・テクリス利用者会議の概要（案） 

 

 

１．開催日時等 

 日 時： 平成26年1月30日（木）13時30分～15時15分 

 場 所： （一財）日本建設情報総合センター 会議室 

 出席者： （一社）全国建設業協会建設IT専門委員会 

（一社）建設コンサルタンツ協会テクリス専門委員会 

（一社）全国測量設計業協会連合会企画部 

      （一社）全国地質調査業協会連合会事務局 

      農林水産省 

      長崎県 

 事務局： （一財）日本建設情報総合センター 

 

 

２．議事概要 

 コリンズ・テクリス利用者会議の主催者を代表して（一財）日本建設情報総合センターの藤森審議

役より挨拶及び平成26年1月29日のシステム不具合についてお詫び申し上げた後、事務局より議事

に応じて資料の説明を行った。主な議論は以下のとおり。 

 

（１）平成24年度コリンズ・テクリス利用者会議議事要旨について 

（JACIC）議事要旨のうち「請求書への利用者の印字」に関する要望については、本会議でご意見等な

かったため、早期に対応することとする。 

（登録機関）国土交通省より「地方整備局の検索システムでは入力システムと項目に差異がある」旨

の発言があったが、現時点で解消されたか確認したい。 

（JACIC）補償コンサルタント業務の実績についてはWeb版でのみ検索可能。また、テクリスの業務分

野は現在8項目まで登録可能だが、地方整備局の検索システムでは上位3項目までしか検索されな

い。（Web版の検索システムでは、登録した業務分野を全て検索できる。） 

 

（２）意見募集で寄せられた主な意見と改善方針との関係について 

（登録機関）平成25年12月に実施されたコリンズ・テクリスに関する意見募集で企業・発注機関か

ら寄せられた主な意見と、コリンズ・テクリス事業改善方針の各改善項目との関係が分かりづらい。

主な意見と改善項目の関係が分かる資料をいただきたい。 

（JACIC）別途対応表を作成のうえ、提示することとする。 

 

 



 

（３）検索システムの改善要望について 

（発注機関）提示のあった改善項目以外に2点要望したい。①同一の企業で複数の企業コードを有し

ていることがあり、検索に苦慮するため統合頂きたい。②JV工事の実績については、請負総額でし

か表示・集計されず各企業の構成比率毎の受注額が表示・集計できないため、改善頂きたい。 

（JACIC）②については平成26年7月に実施予定の改良で対応する予定。①についても引き続き検討

していく。 

 

（４）登録システムの改善要望について 

（登録機関）システム改良で改善されつつあるが、引き続き対応をお願いしたい。改善項目がかなり

の数残っているが、優先順位等を確認したい。 

（JACIC）予算制約もあり、要望の多さや必要性を考慮しつつ対応していく。受発注者間で調整が必要

な項目については、コリンズ・テクリス利用者連絡会議で議論して進めていきたい。 

（登録機関）改善要望の多くはシステムの利便性向上に関することであり開発時の調整不足が原因と

考える。次世代コリンズ・テクリスシステム開発時には、仕様検討段階で登録機関と十分な調整を

お願いしたい。 

（JACIC）次世代コリンズ・テクリスシステム開発時に調整したい。 

 

（５）1月29日のシステム改良について 

（登録機関）1月29日のシステム改良に一部不具合があり切り戻しをされたが、年度末に向け繁忙期

に入っているため、再度のシステム改良については、4 月以降にしていただきたい。少なくとも 3

月は絶対に避けていただきたい。 

（JACIC）本来は昨秋に改良実施としていたものが諸般の事情により延期となり、結果、今のタイミン

グとなってしまったことをご理解いただきたい。再度のシステム改良は、3 月は避けたいと考えて

いる。 

（登録機関）1月29日の改良で、姓と名の間に空白を入れることとなったが、検索時に空白の有無は

影響するか確認したい。 

（JACIC）姓と名の間の空白の有無により、検索結果が異なることはない。 

（登録機関）一度実績登録時に性と名の間に空白を入れることで、当該技術者は、空白が入った状態

に設定されていると理解してよいか確認したい。 

（JACIC）ご指摘の通り、空白の入力は最初に1回のみである。再度のシステム改良時に、適切に周知

したい。 

 

（６）今後のスケジュールについて 

（JACIC）平成26年度の意見募集については、今年度より若干早めて実施することとする。 

（JACIC）平成26年度のコリンズ・テクリス利用者会議は、今年度と同時期に開催する。 


